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４
年
連
続
過
去
最
高
と
な
っ
た

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
兵
器
輸
出

　　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ボ
ン
ダ
イ
ビ
ー
チ

で
２
人
の
男
が
銃
を
乱
射
し
、
少
な
く
と

も
15
人
が
死
亡
、
42
人
が
病
院
に
運
ば
れ

た
。
警
察
は
「
ハ
ヌ
カ
を
祝
う
ユ
ダ
ヤ
人

を
標
的
に
し
た
テ
ロ
」
と
断
定
。「
ハ
ヌ
カ
」

と
は
、
ユ
ダ
ヤ
暦
の
新
年
８
日
間
続
く
祝

日
。「
光
の
祭
り
」
と
も
呼
ば
れ
、
ギ
リ
シ

ア
人
に
奪
わ
れ
汚
さ
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
神

殿
を
よ
う
や
く
取
り
戻
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
達

が
、
た
っ
た
１
壺
残
っ
た
オ
リ
ー
ブ
油
が

代
わ
り
の
油
が
届
く
ま
で
、
８
日
間
も
燃

え
続
け
た
『
奇
跡
』
を
祝
う
も
の
で
、
１

年
で
最
も
大
切
な
祝
日
の
一
つ
。

　

そ
の
、
日
本
な
ら
「
お
正
月
」
と
も
言

え
る
ハ
ヌ
カ
の
日
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
襲
う
と

い
う
凶
行
。
犯
人
は
親
子
で
、
彼
ら
の
運

転
し
た
車
か
ら
過
激
派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム

国
（
Ｉ
Ｓ
）」
の
旗
や
、
爆
発
物
が
見
つ
か

り
、
当
局
は
「
襲
撃
は
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
狙
っ
た
テ
ロ
」
と
断
定
。
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
、
豪
州

政
府
に
よ
る
『
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
承
認
』

が
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
煽
り
、
憎
悪
が
癌
の

よ
う
に
豪
州
に
広
が
っ
て
い
る
」
と
語
っ

た
が
、
豪
州
政
府
を
責
め
る
の
は
如
何
な

も
の
か
？
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
ガ
ザ
侵

攻
が
激
し
さ
を
増
す
に
つ
れ
、
多
く
の
国

で
反
イ
ス
ラ
エ
ル
、
反
ユ
ダ
ヤ
感
情
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
は
12
月
17
日
、
ド
イ

ツ
に
提
供
し
た
防
空
シ
ス
テ
ム
「
ア
ロ
ー

３
」
の
能
力
の
拡
張
を
約
31
億
ド
ル
（
約

４
８
０
０
億
円
）
で
受
注
し
た
。
シ
ス
テ

ム
導
入
時
の
費
用
約
35
億
ド
ル
と
合
わ
せ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
史
上
最
大
の
防
衛
輸
出
に
な

る
と
い
う
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
ア
ロ
ー
３
」

は
高
度
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
弾
道

ミ
サ
イ
ル
を
迎
撃
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、

米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
共
同
で
開
発
。
ド

イ
ツ
は
２
０
２
５
年
12
月
に
運
用
を
始
め

た
ば
か
り
。
今
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
迎
撃

ミ
サ
イ
ル
や
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
発
射
装
置
の

供
給
を
増
や
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
強
み
は
、

実
戦
で
有
効
性
が
証
明
さ
れ
て
い
る
事

だ
。「
ア
ロ
ー
３
」
は
、
フ
ー
シ
派
と
の
紛

争
で
も
、
イ
ラ
ン
と
の
戦
争
で
も
、
高
い

防
御
率
を
実
証
し
た
。
イ
ラ
ン
が
発
射
し

た
ミ
サ
イ
ル
の
86
％
を
迎
撃
し
た
と
さ
れ

る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
方
針
で
は
、
人
の
い

な
い
砂
漠
に
落
ち
る
と
計
算
さ
れ
た
場
合
、

迎
撃
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
砂
漠
に
落
ち
て
い

た
だ
く
。（
ミ
サ
イ
ル
の
費
用
の
方
が
高
い

た
め
）
そ
の
た
め
、
こ
の
防
御
率
は
真
剣

に
全
て
を
撃
墜
し
よ
う
と
仮
定
す
る
と
更

に
跳
ね
上
が
る
だ
ろ
う
。
こ
の
為
イ
ス
ラ

エ
ル
の
防
衛
装
備
品
の
需
要
は
大
き
い
。

２
０
２
４
年
の
輸
出
額
は
１
４
７
億
ド
ル

（
約
２
兆
３
０
０
０
億
円
）
で
、
４
年
連
続

過
去
最
高
と
な
っ
た
。
過
去
５
年
で
倍
以

上
に
な
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
54
％
が
欧
州

向
け
で
、
２
０
２
３
年
の
35
％
か
ら
大
き

く
増
加
し
て
い
る
。

　

な
ぜ
か
？

　

そ
れ
は
、
ロ
シ
ア

0

0

0

が
欧
州
諸
国
に
対
し
、

実
に
様
々
な
破
壊
工
作
を
仕
掛
け
て
お
り
、

多
く
の
欧
州
の
政
治
家
、
軍
事
専
門
家
が
、

「
ロ
シ
ア
は
欧
州
に
対
し
『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

戦
』を
仕
掛
け
て
く
る
つ
も
り
で
は
と
考
え
、

プ
ー
チ
ン
が
ど
こ
ま
で
突
き
進
む
か
判
ら
な

い
と
考
え
始
め
て
い
る
か
ら
だ
。
サ
イ
バ
ー

攻
撃
、
テ
ロ
、
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
、
攻
撃
を
繰
り
返
す
事
で
、「
社
会

歴
史
の
皮
肉

～
ド
イ
ツ
を
守
る
イ
ス
ラ
エ
ル
製
の
防
空
網
～

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
元
駐
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
夫
人

松
富
か
お
り

松
富
か
お
り
の〈
世
界
と
日
本
の
安
全
保
障
〉㉖
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の
不
安
」
を
煽
り
、「
分
断
」
を
呼
び
込
も

う
と
し
て
い
る
、
と
分
析
す
る
。

　

２
０
２
４
年
に
は 

Ｄ
Ｈ
Ｌ
の
小
包
が
英

国
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
国
内
で
爆
発

し
た
。
小
包
は
幸
運
に
も
貨
物
飛
行
機
が

離
陸
す
る
前
に
爆
発
し
た
が
、
犯
人
ら
は

残
り
６
㎏
も
の
爆
発
物
を
持
っ
て
お
り
、

次
の
段
階
で
彼
ら
が
起
こ
し
う
る
被
害
は
、

米
国
の
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
悲
劇
に
も

匹
敵
し
う
る
と
判
断
さ
れ
た
。
情
報
専
門

家
は
彼
ら
の
バ
ッ
ク
に
ロ
シ
ア
が
い
る
こ

と
を
突
き
止
め
た
。

　

対
ロ
シ
ア
最
前
線
に
立
つ
ポ
ー
ラ
ン
ド

は
「
ロ
シ
ア
が
、
欧
州
の
市
民
た
ち
に
与

え
う
る
被
害
は
、
こ
の
20
年
で
過
激
派
の

イ
ス
ラ
ム
信
者
ら
が
欧
州
に
与
え
た
と
同

じ
位
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
事
は
も

は
や
単
な
る
事
実
に
過
ぎ
な
い
」
と
危
機

感
を
露
わ
に
し
、
某
国
の
情
報
局
長
は
「
部

下
が
ロ
シ
ア
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
道
路
や

橋
、
鉄
道
を
調
べ
て
い
る
様
子
を
掴
ん
で

い
る
。
彼
ら
は
大
陸
中
の
『
脆
弱
な
ポ
イ

ン
ト
』
の
地
図
を
調
べ
上
げ
て
い
る
」
と

言
う
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
文
書
に
は
「
ロ
シ
ア

は
２
０
２
９
年
ま
で
に
欧
州
に
対
し
て
、

軍
事
的
、
経
済
的
両
面
の
『
熱
い
戦
争
』

を
仕
掛
け
る
準
備
を
し
て
い
る
の
で
は
」

と
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。

へ
の
中
国
人
の
流
入
を
危
惧
し
て
き
た
。
と

に
か
く
人
数
が
多
い
の
で
、
森
林
や
農
地
を

リ
ー
ス
し
「
実
効
支
配
」
を
事
実
化
し
て
い

る
。「
大
規
模
な
森
林
伐
採
は
生
態
系
を
破

壊
し
、
砂
漠
化
に
つ
な
が
る
」
と
の
警
鐘
が

あ
っ
て
も
、
プ
ー
チ
ン
は
習
近
平
に 

Ｎ
Ｏ

と
い
う
力
を
も
は
や
持
た
な
い
。
資
源
だ

け
で
は
な
い
。
ひ
と
り
っ
子
政
策
を
続
け
た

中
国
は
男
性
の
数
が
女
性
よ
り
10
％
以
上

多
く
、
結
婚
で
き
な
い
適
齢
期
の
男
性
は

３
５
０
０
万
人
に
上
る
。
そ
こ
で
目
を
つ
け

た
の
が
ロ
シ
ア
。
ロ
シ
ア
の
女
性
人
口
は
男

性
よ
り
10
％
以
上
多
い
。
そ
の
上
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
で
の
死
傷
者
は
推
定
１
０
５
万
人

（
英
国
国
防
省
）、
更
に
数
十
万
人
の
若
い
男

性
が
徴
兵
を
恐
れ
て
ロ
シ
ア
を
離
れ
た
。今
、

ロ
シ
ア
各
地
で
中
国
人
男
性
と
ロ
シ
ア
人
女

性
の
「
見
合
い
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
。
中
露
ビ
ザ
な
し
交
流
は
、
ロ
シ
ア

人
女
性
の
大
量
出
国
と
い
う
結
果
を
招
き
か

ね
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
必
須
の
半
導

体
等
の
供
給
を
中
国
に
頼
る
プ
ー
チ
ン
は
、

こ
れ
ら
も
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
。『
歴
史
の
皮
肉
』
は
、
か
つ
て
兄
貴
分

風
を
吹
か
せ
て
い
た
ロ
シ
ア
に
、
中
国
へ
の

屈
辱
的
対
応
を
も
強
い
て
い
る
。『
諸
行
無

常
、
盛
者
必
衰
の
理
』
は
世
界
情
勢
に
お
い

て
も
真
理
で
あ
る
。

　

諸
行
無
常
、
盛
者
必
衰
の
理

　

そ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
ド
イ
ツ
は
対
ロ

シ
ア
に
備
え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
「
ア
ロ
ー

３
」
を
購
入
し
、更
な
る
支
援
も
「
買
っ
た
」

の
だ
。
な
ん
と
い
う『
歴
史
の
皮
肉
』だ
ろ
う
。

今
や
１
国
で
欧
州
を
席
巻
し
た
強
国
ド
イ
ツ

は
な
く
、
民
族
浄
化
さ
れ
、
欧
州
に
は
ひ
と

り
も
い
な
く
な
る
は
ず

0

0

0

0

0

0

0

だ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
達

が
苦
難
の
末
築
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ド
イ
ツ

の
空
を
守
る
。
安
全
保
障
、
兵
器
の
質
に
お

い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
は
る
か
に
ド
イ
ツ
を

追
い
越
し
た
の
だ
。
片
方
は
、
歴
史
上
最
も

被
害
者
の
多
い
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
贖
罪

の
為
、
で
き
る
だ
け
戦
力
を
持
た
な
い
生
き

方
を
選
び
、
も
う
片
方
は
「
民
族
が
滅
ぼ
さ

れ
る
」
恐
怖
を
実
際
に
味
わ
っ
た
結
果
、「
独

立
し
た
祖
国
」を
死
に
物
狂
い
で
創
り
上
げ
、

そ
の
後
も
「
生
き
残
り
を
か
け
て
容
赦
の
な

い
道
」を
選
ん
で
き
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
ス
パ
イ
ク
対
戦
車
ミ
サ
イ
ル

を
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
イ
ラ
ン
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
迎
撃
し
た
高
層
防
空
シ
ス
テ
ム
『
ダ

ビ
デ
ス
リ
ン
グ
』
を
採
用
す
る
。
か
つ
て
自

分
達
の
存
在
を
否
定
し
た
国
々
が
争
う
よ
う

に
自
国
の
防
衛
装
備
を
購
入
す
る
。
ユ
ダ
ヤ

人
は
何
を
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ビ
ー
チ

で
の
テ
ロ
だ
け
で
は
な
く
、
英
国
で
は
シ

ナ
ゴ
ー
グ
付
近
に
い
た
群
衆
に
車
が
突
っ

込
み
、
２
人
が
死
亡
。
豪
州
で
も
英
国
で

も
反
ユ
ダ
ヤ
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
『
憎
し

み
の
犯
罪
』
が
増
え
て
い
る
。
２
０
２
４

年
ド
イ
ツ
で
発
生
し
た
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
事

件
は
８
６
２
７
件
と
前
年
比
８
割
増
え
た
。

２
０
２
５
年
１
月
に
は
シ
ド
ニ
ー
近
郊
で
爆

発
物
を
積
ん
だ
バ
ン
が
見
つ
か
り
車
体
に
は

「
く
た
ば
れ
ユ
ダ
ヤ
野
郎
」
と
書
か
れ
て
い

た
。
冬
の
風
物
詩
ク
リ
ス
マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
厳
戒
態
勢
の
下
行
わ
れ
る
。
社
会
の
分

断
が
、
多
様
性
を
誇
る
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
蝕
み
つ
つ
あ
る
。
欧
州
で
も
、
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
は
増
加
の
一
途

だ
。

　

英
国
は
、
全
国
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
警
察

官
を
配
備
す
る
。
ガ
ザ
の
人
道
状
況
が
悪

化
す
る
中
、
欧
州
各
国
で
親
パ
レ
ス
チ
ナ

デ
モ
が
頻
発
し
、
時
に
暴
徒
化
し
て
い
る
。

　
『
歴
史
の
皮
肉
』は
ロ
シ
ア
側
で
も
起
こ
っ

て
い
る
。
か
つ
て
、
ロ
シ
ア
は
、
東
西
冷
戦

に
お
い
て
、
中
国
の
兄
貴
分
だ
っ
た
。
軍
需

産
業
に
お
い
て
も
経
済
全
般
に
お
い
て
も
ロ

シ
ア
が
リ
ー
ド
し
、
中
国
は
追
い
つ
こ
う
と

必
死
の
努
力
を
し
て
き
た
。
が
、
し
か
し
、

こ
こ
に
お
い
て
逆
転
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ロ

シ
ア
は
以
前
か
ら
過
疎
化
の
進
む
シ
ベ
リ
ア


